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概要

デジタルアーカイブ・プロジェクトの一環として，Webデータベースアプリケーションをサーバサイド Javaを用
いて試作する．尚，対象はアンケート支援システムである．

1 はじめに
2003年 5月，文理学部情報科学研究所のプロジェク

ト，「デジタルアーカイブ・インフラストラクチャの構築

と高度利用」が，文部科学省から，2003年度私立大学学
術フロンティア推進事業の選定を受けた．これに伴い，

研究拠点として，2004年 4月に文理学部広領域情報学
研究センターが竣工された．

私立大学学術フロンティア推進事業とは，私立大学に

おける研究基盤を強化し，日本の学術研究の推進に資す

るために，文部科学省が，私立大学の大学院研究科，研

究所の中から，重点的研究領域ごとに，優れた研究実績

をあげ，将来の研究発展が期待される卓越した研究組織

のプロジェクトに対して選定し，総合的に支援するとい

う事業のことである．

その研究目的であるデジタルアーカイブとは，有形・

無形の歴史・文化資産をデジタル情報の形で保存，デー

タベースとして蓄積し，その情報を次世代に継承を図る

とともに，閲覧，鑑賞，研究のためにインターネットな

どの情報ネットワークを通して情報発信するという研究

である．

では，なぜデジタルアーカイブが必要なのかというと，

資料の寿命が物理的条件に左右されるからである．例え

ば，紙に書かれている資料の寿命は，紙の寿命に依存す

る．また，原本はひとつしか存在しないため，閲覧が難

しい．たとえ複製物を作ったとしても，それがアナログ

データであるかぎり，同じ問題点を持つことになる．そ

こで，資料をデジタル化することによって，半永久的に

利用でき，ネットワーク上のすべての人に閲覧が可能に

なるのである．

広領域情報学研究センターの基盤システムは，文理学

部情報科学研究所が所有する日本語貴重資料，中国文書

資料， 中国人の非言語伝達行動に関する資料，ポリグ

ラフ検査，史的自然災害記録，農林業・農山村社会の地

域情報，大脳皮質の機能などに関わるデータを蓄積し，

それを検索・ 閲覧することができる．これを利用する

によって，他の研究に役立つのである．

本研究は，このプロジェクトの一環として，また，サー

バサイド Javaのノウハウの蓄積を目的として，デジタ
ルアーカイブの基盤となるシステム，Webデータベー
スアプリケーション（以下，Webアプリ）を，サーバサ
イド Javaで試作する．尚，対象は，アンケートを集計，
結果を表示させる，アンケート支援システムである．

2 サーバサイドJava
サーバサイド Javaを分かりやすく説明するために，ア

プレットと比較して紹介する．

アプレットとは，Webブラウザ上で動作する Javaプ
ログラムである．ネットワーク上のサーバに置かれた

Javaプログラム (アプレット)を，Webブラウザが自動
的にダウンロードし，Webブラウザに組み込まれた Java
Virtual Machine（Javaプログラムを実行するために必
要な仮想的なマシンのこと．以下，JVM）上で動作す
る．アプレットの動作には，JVMを組み込んだWebブ
ラウザが必須である．

アプレットの動作概要
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一方，サーバサイド Javaとは，アプレットとは違い，
クライアント側で動作するのではなく，クライアントか

らの要求を受け取ってサーバ側で動作する Javaプログ
ラムのことである．尚，サーバ側で動作するため，JVM
が組み込まれていないWebブラウザでも動作する．以
下は，サーバサイド Javaの一つであるサーブレットの
動作概要である．

サーブレットの動作概要

　

サーバサイド JavaでWebアプリを作成するにあたっ
て，最低限必要なソフトウェアは以下の通りである．

・Java開発環境 JDK
・Webサーバ
・アプリケーションサーバ（サーブレットコンテナ）

・リレーショナルデータベース管理システム（RDBMS）
・JDBC

この他，メール機能を利用するための API，JavaMail
などがある．

この中で核となるものがアプリケーションサーバであ

る．クライアントからの要求を受けると，Javaクラス
ファイル（Javaソースコードをコンパイルしたもの．拡
張子は ”.class”）を JVMに実行させ，処理結果をクラ
イアントに返す．

尚，本研究では，WebサーバとしてApache，アプリ
ケーションサーバとして Tomcatを使用する．

2.1 サーブレット（Servlet）

サーブレットとは，Javaコードの中にHTMLコード
を記述する形式のサーバサイド Javaである．見た目は
Javaプログラムそのものであることから，複雑な処理に
適していて，逆に表示部が冗長になりやすい欠点を持つ．

サーブレットのソースコード

　

アプリケーションサーバがサーブレットを実行するた

めには，人（サーバの管理者など）があらかじめコンパ

イルをし，サーバの所定の位置に配置しなければならな

い．

2.2 JSP（Java Server Pages）

一方 JSPは，HTMLコードの中に JSPコード（JSP
のタグや Javaコード）を記述する形式のサーバサイド
Javaである．
つまり，通常の HTMLはそのまま記述し，動的に変

更する部分を JSP コードで記述するのである．ただ，
HTMLと JSPコードが混在するため，複雑な処理を記
述するとソースが見にくくなる．

JSPのソースコード
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JSPはサーバの所定の位置に配置さえすれば，アプリ
ケーションサーバが一旦サーブレットに変換したのち，

自動でコンパイル・実行をしてくれる．

JSPの動作概要
　

サーブレットと JSPは，プログラム間でのデータの
やり取りが非常に容易である．そこで，互いの長所を合

わせ，処理などのプログラム・ロジックはサーブレット

で，結果の表示は JSPで行う，という役割分担が一般
的である．

連携の概要

　

2.3 JDBC

Webアプリは，一度に多くのリクエストを処理する
ことになる．その際，高速で信頼性の高いデータアクセ

スが必要である．それを実現する仕組みとして，一般に

データベースが用いられる．また，デジタルアーカイブ

においては，デジタルデータを蓄積するためにデータ

ベースとの連携は必要不可欠である．

そのデータベースを操作するコマンドは，データベー

ス管理システム（以下，DBMS）によって異なる．その

ため，プログラム中からデータベースを操作するには，

対象の DBMSに応じてコマンドを書き分ける必要が生
じる．DBMSが変わるたびにプログラム中のコマンド
を修正するのは面倒である．

そこで，サーバサイド Java には，JDBC（Java
DataBase Connectivity）という API が存在する．
DBMSに対応した JDBCドライバを使えば，DBMSに
依存した処理をプログラムに記述する必要はなくなる．

また，DBMSを変更する場合，JDBCドライバを変更
するだけでよいのである．

2.4 利点

Webアプリの作成にサーバサイド Javaを使ったとき
の利点を，PHPとの比較で簡単な表にした．

PHP サーブレット

処理方式 interpreter compile＋ interpreter

コンパイル 不要 必要

1度目の起動 ふつう 遅い

2度目以降 ふつう はやい

PHPは，インタプリタ（逐次翻訳）型と呼ばれる処
理方式で，実行のつど，逐一コードを解析し，翻訳され

たものから順に実行されるというものである．この方式

は，コンパイルが不要であるという簡便さはあるが，実

行局面においては，決して効率の良いものではない．

これに対し Javaはコンパイル＆インタプリタであり，
さらに処理効率が悪いように思えるが，サーブレットは

一度実行されるとメモリに常駐するため，高速な処理が

可能である．

また，元々Javaはネットワーク関連の機能が豊富であ
り，サーブレットにも Cookieやセッションなどのネッ
トワークに関連した機能がクラスとして既に用意されて

おり，他の言語と比べてWebアプリの作成が比較的容
易である．

さらには，Javaは『Write Once, Run Anywhere』を
基本理念にしていて，一度書けばどこでも動くというよ

うに，JVMのおかげでプラットホームを選ばないので，
Windows 用に開発したものがそのまま，UNIX/Linux
や Macintosh，携帯電話などで動作させることができ，
生産性が高い点も利点の一つである．
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3 セッション管理

セッション（Session）とは，ある特定のクライアント
がサーバと接続され，データを送受信している状態のこ

とである．しかし，クライアントがサーバにリクエスト

を送り，サーバからレスポンスが返ってくると，その時

点でセッションは終了し，それ以降は関係が維持されな

い．HTTPには，2つ以上のリクエストが同じクライア
ントかどうかを確認する情報はないのである．

セッションの様子

１と２が同じクライアントかどうかは分からない

　

同じクライアントの複数のリクエストにまたがる処理

を，一つのセッションとして成立させたい．また，クラ

イアントとクライアントを区別したい．そこで，サーバ

がどのクライアントと接続しているかという情報を保持

し，クライアント側にはクライアントごとにセッション

IDとよばれる文字列を生成し，Cookieの形で保持させ
る．そうすることにより，複数のリクエストにわたって，

一つのセッションを成立できる．このような仕組みのこ

とをセッション管理という．

最初のリクエストが来たら，サーバは自動的に IDを
生成し，レスポンスとともにクライアントに送信する．

以降は，サーバ側の IDと，cookieの IDを照合してセッ
ションを確立させる．

尚，サーバサイド Javaは，このセッション管理も容易
に実装できる．　

セッション管理の仕組み

　

4 試作物の紹介
今回，私が試作したアプリケーションは，同研究室の

学生の支援システムである．

その学生は，キーワードを入力すると，そのキーワー

ドに関するWebページの URLが出力されるあるアル
ゴリズムの，改善しうる異なる２方式のアルゴリズムを

提唱し，実装を行った．その３つのプログラムの実行結

果と，検索エンジンの実行結果を足した４つの実行結果

を比較し，自分のプログラムの評価をしたい．そこで，

同研究室生を対象に，キーワードごとの各プログラムの

実行結果に対して順位をつけるアンケートを行い，評価

する．そのアンケートを支援する，アンケートページの

作成・集計・結果表示をするシステムを製作した．

大まかな流れは以下の通りである．

試作物の流れ
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